第１回　西大阪地区の津波対策に関する技術検討委員会　議事概要
日　時：平成23年11月29日（火）10:00～12:00
場　所：大阪府防災情報センター（大阪府庁別館7階）
出席者：戸田委員長、阿部委員、杉村委員、平石委員
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計4名（欠席：高橋委員）
◇まとめ
(1)「西大阪地区の津波対策の現状」と過去に実施された「大阪港の津波伝搬シミュレーション」について
・大阪府の津波対策は、過去のシミュレーション結果に基づく津波高に対し、水門等の多くの防潮施設を確実に閉鎖することによって防御できる。
・過去のシミュレーションの実施は、12.5ｍの細かなメッシュで計算されており、適用している非線形長波理論式は現在の知見でも妥当であることから、この結果より得られる傾向は信用できるものと考えられる。
・津波の流速は、狭窄部では最大4.9m/sとなるが、全般的には0.5から1.0m/s程度と遅い。
・和歌山県沖で発生した津波が紀伊水道を通って大阪港に侵入する時には、水深が10ｍ程度と深いこと等を考慮すると、津波はかなり減衰して到達することとなり、ゆっくりと潮位上昇する長周期の波で、東日本大震災のような津波とはならないと考えられる。
 (2)「東日本大震災大震災の教訓を踏まえた津波対策の見直し」について
・釜石港では防潮堤が数多く破損した。その原因の大半は、津波の越波による構造物背面の基礎部の流出によるものである。
・防潮堤は壊れても津波のエネルギーを減じ、流速を落とし、遡上高を低減させ、到達時間を遅らせるなどの効果を発揮しており、住民の避難行動を支援している。
・水門が流失して近隣の家屋を破損した事例報告もある。最大級の津波時には、水門背面の補強や扉体が流されない工夫などを講じる必要がある。
 (3) いつ起こるかわからない津波に対し、これまでの情報で水門閉鎖の是非について
・人命を守ることを最優先に考えれば、施設が壊れても津波遡上の時間を遅らせる効果を重視し、水門を閉鎖すべきである。水門を上手に壊し、復旧を容易にする工夫を考えてはどうか。
　・津波防災の主役は住民の避難行動である。避難行動を支援してくれるハードウェアの整備もまた重要である．
・大阪の場合は多くの河川が存在し、河川を遡上した津波が氾濫する危険性が高い。海岸から離れた地域の住民はその意識が無いことから被害が拡大する恐れがある。
河川への津波エネルギーの侵入を防ぐため水門を閉鎖することが必要である。
・大阪では沿岸地域以外にも土地の低いところがあり、水が一度入ると排水が困難となる。水門を閉鎖することにより内陸部への浸水量の軽減を図ることが重要であり、垂直避難が出来る場所を確保することにもなる。特に、市内は地下街が進展しており、地下街浸水においても浸水深を低くすることは有効である。
・危険度が一様となる大津波時の水門閉鎖は分かり易い。津波の大きさによっては、定量的に様々な津波シミュレーション等を実施し、例えば、最大級の津波の場合、こう対策すれば全体の避難がしやすくするなど、明確なものを示して今後議論する必要がある。
・水門より下流にも人が住んでいる。水門を閉鎖することによって水門上流で減災効果があっても、下流で局所的に被害が増大するのであれば検証を行い、住民に説明する必要がある。
(4)今後の委員会の進め方について
・西大阪地区は多くの水門や鉄扉で守られている。しっかりとした体制を組んで確実に閉めることが大切である。
・水門等の二次電源の確保については、十分に議論しておく必要がある。電動の設備の場合、停電になれば施設を動かすことができない。
　・津波避難ビルの指定を推進する必要がある。2002年以降に建設された新しいビルが長周期地震動にも対応しており適しているが、民間ビルが多い。
・今後の議論を進める上では、最大級の津波だけでなく、高い頻度で起きる津波での問題点も抽出すべきである。
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